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る新聞記事を整理し，先行研究と資料より現在の
運行実態を把握した上で，本研究において「観光
列車」の定義を明確にし，その定義をもとに観光
列車を類型化した．観光列車運行の二つの機能と
運行課題を明確にした．
　第 3 章においては，本研究の事例として観光列
車「ろくもん」の基本情報を明確にし，運営会社
しなの鉄道の基本情報を把握した．そして，近年，
会社は黒字を維持しているが，車両更新費用，設
備の老朽化，沿線人口の減少及びインバウンド対
応の不足など抱える課題を抽出した．しなの鉄道
に聞き取り調査を行った上で，観光列車「ろくも
ん」の運行実態を明らかにした．観光列車の運行
によって，しなの鉄道の知名度はアップしている
が，チケット販売から得た資金の大部分は食事代
に支出されている．観光列車の製造に高価な改造
費用をかけている．実際に鉄道会社の経営に金銭
的利益は少なかった．しかし，鉄道会社の経営に
影響を及ぼすと考えられる．
　第 4 章においては，観光列車「ろくもん」の乗
車客にアンケート調査を実施して，取集したデー
タを分析し，考察を行った．乗車客はグループ乗
車客が多く，年齢層は 50 代以上の人が多かった．
ホームページを利用してチケットの予約や情報を
収集する人が多く，ホームページは観光列車の魅
力を直接発信するチャンネルと考えられる．「ろ
くもん」だけではなく，インターネットの普及率
が高い現在では，観光列車のホームページの作成
と運営において工夫をするべきである．乗車客は
車内の食事について期待が最も大きい．鉄道会社
と料理を提供する業者の連携協力は重要だと考え
られる．観光列車「ろくもん」についての満足度
は高いが，再乗車率は満足度より低い．観光列車
の魅力が継続できるかどうか疑問である．半数以
上の客が周辺観光を予定しており，周辺観光に誘
致効果があると考えられる．しかし，どの程度の
誘致効果があるかは判断が難しい．地域振興に関
する沿線地域の観光課と観光協会への聞き取り調
査の結果から分かることは，「ろくもん」導入以降，
観光地の観光客数にさほど大きな変化はなく，観
光列車の観光誘致効果は薄く，その判断も難しい．
観光課，観光協会ともに観光列車を地元のシンボ
ルとして評価していたが，実際には双方の連携は
少なかった．共催のイベントも持続しなかった
ケースが多い．観光列車の運行にあたって，各地
域の特有のことを表現することが不足していたと
考えられる．また，当事者同士のコミュニケーショ
ン不足も考えられる．観光列車と沿線地域共同の
発展は双方の連携と努力が欠かせない．
4.　結論
　本論文でしなの鉄道に関する一連の調査分析か
ら，観光列車の製造費用は高く，観光列車の運行
後においても車両の維持費などに多額の経費が必
要であることが分かった．地域鉄道において，経
営視点からみると観光列車の運行経費はかなり大
きな負担となっている．地域鉄道にとって，観光列
車運行による直接効果よりも，鉄道会社の知名度
アップや話題性による間接的な効果の方が大きい．
　しなの鉄道の「ろくもん」については，乗車客
は観光列車について満足度が高い．特に列車車内
の食事について期待する乗車客が多かった．今後
事業者と協力して，高い水準の食事を維持するこ
とが不可欠であると考える．
　地域の自治体や観光協会との連携は不十分であ
ることが本研究での調査から分かった．地域に
よって観光列車についての評価も異なっている．
観光列車を地域の観光資源として活用していくた
めには，鉄道会社と沿線地域との協力関係は欠か
すことはできない．特にしなの鉄道のような第三
セクター鉄道の場合，沿線地域の力が最も必要と
される．今後，どのような形式で連携を行ってい
くべきか，沿線地域間で広域的視点から十分な協
議が必要である．
　「ろくもん」に料理や特産品などを納入している
事業者とは良好な関係を構築している．事業者は観
光列車の運行によって，経営的に収益を上げている．
今後，事業者と観光列車との良好な協力関係によっ
て，観光列車の運行にプラスの効果が期待される．
　本論文では，第三セクター鉄道会社の観光列車
を事例として取り上げ，研究を行った．今回の調
査結果を全国の観光列車一般に置き換えることは
できない．本論文で取り扱った沿線地域の調査分
析は限られた事例に基づいており，今後，他地域
の観光列車との比較分析が必要である．■
